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1

　日本薬学会第139年会は、2019年3月20日（水）から23日（土）までの4日間、千葉市

の幕張メッセ、ホテルニューオータニ幕張を使用して開催されます。今年度は、年会テーマ

として「智の継承、そして発展」を掲げました。

　会頭講演、受賞講演および特別講演（海外2件、国内7件）に加え、今年の年会では、本庶 

佑先生のノーベル賞受賞記念特別講演「獲得免疫力がもたらした幸運」を予定しております。

また、５年目を迎えた国際創薬シンポジウム、理事会企画シンポジウム、国際交流シンポジ

ウム2件、そして一般・大学院生シンポジウム69件が企画されています。一般口頭発表は

約1,000題、ポスター発表は約2,500題となっております。

　日本の薬学は近年その姿を大きく変え、薬学部の教育研究も引き続き大きな変革期にあり

ます。同時に、薬学のアイデンティティーは確固として存在し、その基盤の上に多様な研究

が展開され、輩出される人材の活躍の場も多様化しています。本年会が薬学の先人の智を継

承し、薬学を新たに発展させる機会になることを期待しています。

日本薬学会第139年会　組織委員長　牧野 公子

　日本薬学会は、「薬」を総合的に科学する唯一の公益社団法人として、優れた医薬品の創薬・

育薬を通じて、我が国の医療に貢献しています。広報委員会は、日本薬学会の様々な活動を、

広く社会の皆様に知っていただくための活動をしております。

　本委員会では第139年会組織委員会と協力し、会員による最新の研究成果を、報道関係

の皆様や一般の方々にお届けするために、シンポジウムおよび注目の発表の概要を「講演ハ

イライト」としてまとめました。本冊子には、特別講演をはじめとするシンポジウムの「キャッ

チコピー」、さらに一般学術演題の中から組織委員会の厳正な審査により選ばれた発表の

「キャッチコピーと概要」が、研究分野ごとに掲載されています。本冊子をご利用いただき、

薬学会の活動成果をより身近に感じていただければ幸いです。

　日本薬学会は、学術文化の発展に寄与するため、「薬」に関わる最新の情報を、学会ホー

ムページを通じて広く発信しています。是非一度、 (https://www.pharm.

or.jp/)をご覧ください。報道関係の皆様におかれましては、本会へのご理解

とご協力をよろしくお願い申し上げます。

公益社団法人日本薬学会　広報委員長　米持 悦生

ご　挨　拶


